



手掛かりとしての『薬剤誌』第 46 号 








された『薬剤誌』第 46号の表紙，目次，奥付は，1892 年に出版された第 45号とほぼ同じであっ
た．本書の本文の頁数は 21頁で，それまでに発行された第 1号から第 45号までと比べて半分
以下に減り，それにもかかわらず広告の頁は多かった．『薬剤誌』第 46号の最終刊行に関する




















































師会組織変更以降第 26 号（1891（明治 24）年 6月）
から第 45 号（1892（明治 25）年 12 月）―」（薬史

























図 1　 『薬剤誌』第 46 号（明治 26 年 3 月 20 日改め
4 月 6 日発行）表紙（金沢大学付属図書館　
医学図書館所蔵）
図 2　『薬剤誌』第 46 号（明治 26 年 3 月 20 日）奥付
図 3　『薬剤誌』第 46 号（明治 26 年 3 月 20 日付）目次





















































図 4　『薬剤誌』第 46 号（明治 26 年 3 月 20 日付）広告









　7．第 1 号3）～第 46 号3），および再刊の第 34 号4）
に関する薬剤誌一覧表（表 1）







として示す．また，8 年後の 1901（明治 34）年に
再刊された第 34 号4）も，参考の為に表 1に加え置
く．この第 34 号4）の発行所は東京薬剤師会から，
1889 年に雑誌『薬剤誌』を創刊した薬剤誌社に代















は明治 26 年 3 月 20 日と印刷されている．しかし表
紙には 3月 20 日の日付の上に 4月 6 日との訂正が
なされており，3月20日に発行予定であったものが，
実際の発行は 4月 6日に遅れたと思われる．
　表 1が示すように，『薬剤誌』第 1号3）は明治 22
年 4月 15日に発行されたが，第3号3）から第 36号3）
までは，第 26 号3）（明治 24 年 6 月 15 日）を除いて，
ほぼ順調に毎月 25 日に発行されていた．しかし第
37号3）は明治 25年 4月 10 日に発行され，第 38号3）
（明治 25 年 6 月 13 日発行）と第 39 号3）（明治 25 年












38 号3），第 41 号3），第 45 号3）にも同様に，発行所 
東京薬剤師会事務所，発行人兼編集人 加藤金吾，
印刷人 松澤玒三，発行地 東京市京橋区出雲町十六
番地と表示されている．第 27 号3）～第 37 号3）の発
行人兼編集人 /印刷人は石井成一 /岡本利三郎，発
行地は東京市下谷区下谷西町三番地であったが，第
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第 40 号3），第 42 号3）～第 44 号3）は奥付に記載がな






























　明治 25 年 12 月 20 日の東京薬剤師会評議員会，


























































































　1891（明治 24）年 12 月 24 日の第 2 帝国議会に
向けて薬剤師会が結集し，医薬兼業を認めた法律第
十号の改正案を出そうと躍起になっていた頃の 12
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2 号 1889.4.25 M22 p1-4 薬剤師試験規則を読む 記名なし p4-8
・ 3 月 16 日東京薬剤師
会例会記事





～ p46 官令 p46 〃 〃 〃
3号 1889.6.25 M22 p1-5 東京薬業組合の組織に就て 記名なし p5-18
・ 5 月 16 日東京薬剤師
会例会記事







49 名 p18 論説 ～ p56 官令 p56 〃 〃 〃
4号 1889.7.25 M22 p1-5 薬学教育の前途　 比留間小六 p5-12
・ 6 月 17 日東京薬剤師
会例会記事







p54 〃 〃 〃
5号 1889.8.25 M22 p1-7 衛生上医薬分業の必要 福原有信 p7-10
・ 6 月 25 日東京薬剤師
会臨時会記事 28 名
～ p14 講談　調剤の注意
～ p40 質疑応答 p46 〃 〃 〃









7 号 1889.10.25 M22 p1-4 全国薬剤師会開設の挙を賛成す 比留間小六 p4-11
・ 9 月 16 日東京薬剤師
会例会記事





～ p39 官令，質疑応答 p44 〃 〃 〃
8号 1889.11.25 M22 p1-8 川上君の駁論に答ふ 比留間小六 p8-14
・ 10 月 19 日東京薬剤師
会臨時会記事





～ p45 官令，広告 p50 〃 〃 〃
9号 1889.12.25 M22 p1-8 川上君の駁論に答ふ（続） 比留間小六 p8-13
・ 11 月 18 日東京薬剤師
会例会記事 31 名 ～ p37 質疑応答 p42
山崎行宜 /
岡本利三郎 〃 〃
10号 1890.1.25 M23 p1-4 送旧迎新 比留間小六 p4-6
・ 明治 22年 11月 13日








p58 〃 〃 〃








・ 明治 23 年 1 月 26 日東
京薬剤師会例会記事 







p50 〃 〃 〃
12号 1890.3.25 M23 p1-3 医薬分業せざれば国家医学全からず 丹波敬三 p3-14
・ 明治 23 年 2 月 16 日東
京薬剤師会第 2次総会
記事




～ p49 寄書 p54 〃 〃 〃
13号 1890.4.25 M23 p1-3 全国薬剤師懇親会及其結果に就て 比留間小六 p3-8
・ 明治 23 年 3 月 20 日東
京薬剤師会臨時会記事 26 名 ～ p45 官令 p45 〃 〃 〃





丹波敬三 p10-15 ・ 明治 23 年 5 月 20 日東京薬剤師会例会記事 30 名 ～ p51 官令 p52 〃 〃 〃
15号 1890.6.25 M23 p1-4 薬の大切なる話 下山順一郎 - 　東京薬剤師会記事なし - p4 論説 ～ p33 寄書 p40 〃 〃 〃
表 1　『薬剤誌』一覧表（第 1号～第 46 号，および再刊された第 34 号）
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16号 1890.7.25 M23 p1-5 薬の大切なる話（前号の続き） 下山順一郎 p5-11
・ 明治 23 年 6 月 16 日東
京薬剤師会例会記事
・ 同年 6 月 30 日同会講
談会記事
24 名
28 名 ～ p42 寄書 p52 〃 〃 〃
17号 1890.8.25 M23 p1-5 富山市に於ける演説 丹波敬三 p5-8 ・ 明治 23 年 7 月 17 日東京薬剤師会臨時会記事 24 名 ～ p39 官令 p44 〃 〃 〃
18号 1890.9.25 M23 p1-3 薬学の冤罪 山陽堂主人 p7-13 ・ 明治 23 年 9 月 19 日東京薬剤師会例会記事 21 名 ～ p47 質疑応答 p48 〃 〃 〃
19号 1890.10.25 M23 p1-3 薬局巡視延期の風説 比留間小六 p3-4 ・ 明治 23 年 10 月 8 日東京薬剤師会講談会記事 33 名
～ p42 長谷川泰氏の医薬分
業説を読む　p44 寄贈書目 p44 〃 〃 〃
20号 1890.11.25 M23 p1-2 タイトルなし 山陽堂主人 p2-3 ・ 明治 23 年 11 月 8 日講談会記事 15 名
p3 論説  甘汞錠剤試験
p5 講談　紙類試験法（〃）
～ p31 寄書
p40 〃 〃 〃
21号 1890.12.25 M23 p1-4 薬品巡視の目的及び方法に就て
大久保町
佐治振 p4-11
・ 明治 23年 11月 21日本会
例会記事 29 名 ～ p42 官令，寄贈書目 p42 〃 〃 〃






p7-8 ・ 明治 23 年 12 月 16 日本会例会記事 29 名















24号 1891.3.25 M24 p1-3 全国薬局長会議に於ての演説 下山順一郎 p4-30
・ 明治 24 年 2 月 16 日本会







25 号 1891.4.25 M24 p1-2 第二回全国薬剤師懇親会に就て 社末生 p3-6
・ 明治 24 年 3 月 4 日臨
時総会記事 36 名 ～ p59 附録 p64 〃 〃 〃
26号 1891.6.15 M24 p1-2 各地の薬剤師会に望む 丹波敬三 p2-8
・ 明治 24 年 4 月 2 日本
会臨時総会記事 32 名 ～ p43 官令，附録，広告 p46 〃 〃 〃
27号 1891.6.25 M24 p1-3 黄金世界の薬剤師会 空想子 p3-4










28 号 1891.7.25 M24 p1-3 薬剤師業の前途 南島処士 p3-5
・ 明治 24 年 6 月 16 日本
会記事






p44 寄贈書目，広告数件 p44 〃 〃 〃
29号 1891.8.25 M24 p1-4 薬剤師業の前途
（前号の続き）
南島処士 p4-8
・ 明治 24 年 7 月 16 日本
会記事








p40 石井成一 /岡本利三郎 〃 〃
30号 1891.925 M24 p1-7 薬学の効用 丹波敬三 p7-9 ・ 明治 24 年 9 月 10 日定会記事 30 名 ～ p42 東京薬剤師会々員名簿 p52 〃 〃 〃
31号 1891.10.25 M24 p1-4 帝国薬剤師現今の任務 村上栄太郎 p4-6
・ 明治 24 年 9 月 10 日定





32号 1891.11.25 M24 p1-2 静岡県薬剤師諸君に告ぐ 平野一貫 p2-5
・ 明治 24 年 10 月 9 日臨
時会記事 61 名 ～ p42東京薬剤師会々員名簿 p48 〃 〃 〃
33号 1891.12.25 M24 p1-2 明治 24 年を送る 桐蔭処士 p2-4














p48 〃 〃 〃
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～ p25 時況 p30 医薬分業運
動始末（請願書提出時調印
















桐蔭学人 p3-5 ・ 明治 25 年 1 月 16 日例会記事 21 名
～ p33 寄書
　 p42 官令，寄贈書目 p43 〃 〃 〃
36号 1892.3.25 M25 p1-4 薬剤師の責任並方針 丹波敬三 p4-14
・ 医薬分業請願に関す
る本会の方針







p60 〃 〃 〃
37号 1892.4.10 M25 p1-3 茨城県下薬業者諸氏に望む 平野一貫 p3-6
・ 明治 25 年 3 月 11 日東
京薬剤師会臨時総会
記事
31 名 ～ p34 寄書p40 寄贈書目，広告数件 p40 〃 〃 〃
38号 1892.6.13 M25 p1-3 薬剤師の業務に就て 峯南生 p3-4
・ 明治 25 年 4 月 21 日東
京薬剤師会評議会記事
















39 号 1892.6.24 M25 p1-7 項目「論説」有　「薬剤誌」無 無 p1





















41号 1892.8.10 M25 p1-15 項目「論説」有　「薬剤誌」無 無 p1

















42 号 1892.9.10 M25 p1-16 項目「論説」有　「薬剤誌」無 無 p1 ・会員異動について -








43号 1892.10.10 M25 p2-3 項目「論説」有　「薬剤誌」無 無 p1













44号 1892.11.10 M25 p3-9 項目「論説」有　「薬剤誌」無 無 p1-3
・ 明治 25 年 10 月 15 日評
議会記事













45号 1892.12.10 M25 p1-13 項目「論説」有　「薬剤誌」無 無 p1 ・会員異動について -
p14 特別寄書  p31 彙報










46 号 1893.4.6 M26 p2-5 項目「論説」有　「薬剤誌」無 無 p1-2










p21 〃 〃 〃
休刊








～ p48 官令　p50 雑録
p57 雑報
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THE INDEX AND THE CONTENTS OF THE JOURNAL “YAKUZAISHI” NO. 46  
PUBLISHED ON APRIL 6, 1893, AS A CLUE INVESTIGATING THE PROCESS OF  
PROFESSIONAL FORMATION OF PHARMACISTS IN THE MEIJI PERIOD
Emiko OGUCHI
Showa University, Kamijo Memorial Museum
　Abstract 　　 In my research concerning the pharmacists’ professionalization process in the Meiji pe-
riod, I obtained “YAKUZAISHI” published in 1893 which had been thought not to exist.  The aim of this 
report is to introduce this journal contribution to prior research or other historical research.  The cover, 
index and the back cover of “YAKUZAISHI” No. 46 published in 1893, were almost the same as No. 45 
published in 1892.  The number of pages in the main body of this book was 21 pages, much less than 
those of No. 1 to No. 45, and nevertheless, there were many pages of advertising in it.  Although there is 
no article on the final publication in “YAKUZAISHI” No. 46, by guessing from the delay of the publica-
tion, the small number of body pages, the large number of advertising pages and the small number of 
participants attending the Tokyo Pharmaceutical Association in December 1892, it is thought that the 
continued publication of “YAKUZAISHI” by the Tokyo Pharmaceutical Association was canceled due to 
financial problems.  This possibility was also suggested in a previous study concerning “YAKUZAISHI” 
from 1889 to 1892, but the investigation of “YAKUZAISHI” No. 46 published in 1893 made its possibility 
more reliable.
Key words :  “YAKUZAISHI”, Meiji period, formation process of pharmacists’ profession, separation-of-
clinic-and-dispensing, dispensing privileges
〔特別掲載（査読修正後受理）〕
